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40
年
前
、
本
紙
は
泉
ケ
丘
駅
コ

ノ
ミ
ヤ
側
の
片
隅
に
事
務
所
が
あ

っ
た
。
あ
る
日
、
50
歳
前
後
ら
し

い
人
が
背
中
に
赤
ち
ゃ
ん
を
背
負

っ
て
幼
児
を
連
れ
て
や
っ
て
来
た
。

「
ヨ
メ
は
ん
が
ケ
ン
カ
を
し
て
出

て
行
っ
た
。
戻
っ
て
来
な
い
の
で

困
っ
て
い
る
。
帰
っ
て
来
る
よ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
載
せ
て
欲
し
い
」

と
ポ
ツ
リ
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
、

例
の
男
性
が
今
度
は
幼
児
だ
け
連

れ
て
訪
れ
た
。「
戻
っ
て
来
た
」
と

礼
を
言
っ
て
帰
っ
た
。
し
っ
か
り

と
手
を
つ
な
い
で
、
う
れ
し
そ
う

に
。
さ
ら
に
、
こ
ん
な
事
も
あ
っ

た
。「
イ
ン
コ
が
逃
げ
た
。
心
当
り

の
方
は
…
」と
掲
載
依
頼
の
電
話
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、ま
た
電
話
が
。

今
度
は
「
イ
ン
コ
が
迷
い
込
ん
で

来
た
」
と
。
な
ん
と
、
同
じ
棟
の

上
と
下
の
階
の
人
だ
っ
た
。
双
方

に
連
絡
し
、
掲
載
す
る
前
に
一
件

落
着
。
今
や
世
界
中
の
隅
か
ら
隅

ま
で
瞬
時
に
情
報
が
届
く
の
に
、

こ
ん
な
こ
と
す
ら
解
決
し
に
く
い

ネ
ッ
ト
社
会
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

役
割
は
大
き
い
。
隣
近
所
の
悲
し

み
や
楽
し
み
が
通
じ
合
え
る
社
会

に
し
よ
う
と
、
本
紙
は
創
刊
し
て

55
年
を
迎
え
た
。 

だ
が
配
布
員
不

足
で
、
発
行
し
て
も
皆
さ
ん
に
届

け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
る
か
も
。

早
急
に
新
聞
に
代
わ
っ
て
、
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
に
大
転
換
し
よ
う
と

思
う
。 

ビ
ッ
グ
バ
ン
横
の
泉
ヶ
丘
公
園



ン
ド
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
が
必
要

と
し
て
、
無
料
や
１
割
負
担
な

ど
破
格
の
ツ
ア
ー
料
金
で
客
を

募
り
、
市
が
想
定
し
た
参
加
人

数
80
人
を
は
る
か
に
下
回
る
10

名
を
や
っ
と
集
め
る
に
と
ど
ま

っ
た
。

　

本
紙
は
公
民
連
携
の
失
策
と

し
て
記
事
に
し
た
が
、
政
策
企

画
部
公
民
連
携
課
は
、「
こ
れ
で

終
わ
り
で
は
な
い
。
２
年
目
以

降
も
連
携
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
客
策
を
企
画
し
て
い
く
」
と

25
年
度
以
降
の
挽
回
を
口
に
し

て
い
た
。

園
整
備
課
は
、
濁
池
周
辺
で
伐

採
す
べ
き
樹
木
が
多
く
、ま
た
、

ダ
ン
プ
の
出
入
り
を
円
滑
に
行

う
こ
と
の
困
難
さ
も
合
わ
さ
っ

て
、
予
想
以
上
の
難
工
事
と
な

っ
て
い
る
、
と
し
た
。 

〔
原
〕

　

と
こ
ろ
が
、
ふ
た
を
開
け
て

み
る
と
、
25
年
度
の
Ｗ
社
企
画

「
堺
刃
物
体
験
ツ
ア
ー
」
の
申

し
込
み
は
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
ツ
ア
ー

は
す
で
に
あ
る
企
画
の
焼
き
直

し
で
、
料
金
設
定
も
既
成
商
品

が
２
万
６
千
円
（
通
訳
付
き
）

で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｗ
社
の
設

定
は
３
万
６
千
円
（
同
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
付
き
）
と
法
外
な

設
定
だ
っ
た
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
料
金
設
定
に

な
っ
た
の
か
。
観
光
推
進
課
に

聞
く
と
「
料
金
に
つ
い
て
は
Ｗ

社
か
ら
相
談
さ
れ
て
な
い
」
と

回
答
し
た
。
料
金
設
定
と
い
う

ツ
ア
ー
企
画
の
基
本
的
事
項
で

型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画
等

でW
ILLER A
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SS

社（
東

京
都
中
央
区
）
と
連
携
。
同
社

に
３
０
０
万
円
の
事
業
補
助
を

行
っ
た
が
、
Ｗ
社
企
画
の
体
験

型
ツ
ア
ー
に
申
し
込
ん
だ
の
は

１
名
の
み
だ
っ
た
。

　

Ｗ
社
は
そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ

在
、
基
盤
工
事
の
３
期
目
に
入

り
、
園
路
の
一
部
は
完
成
し
て

い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
の

進
捗
は
、
２
月
時
点
で
４
割
以

下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

工
事
の
遅
れ
に
つ
い
て
市
公

　

堺
市
が
公
民
連
携
事
業
と
し

て
実
施
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外

国
人
観
光
客
）
誘
客
事
業
が
、

２
年
連
続
の
失
策
に
終
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
公
文
書
公
開
請
求

で
分
か
っ
た
。

　

市
は
２
０
２
４
年
度
、
体
験

す
ら
、
市
と
事
業
者
は
す
り
合

わ
せ
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の

だ
。
こ
れ
を
連
携
事
業
と
呼
べ

る
の
か
。

　

Ｗ
社
は
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
堺
市
と
の
連
携
を
画
像
付
き

で
ア
ピ
ー
ル（
３
月
10
日
現
在
）

し
て
い
る
が
、
実
績
に
つ
い
て

は
触
れ
て
い
な
い
。
実
態
を
知

ら
な
い
人
が
見
れ
ば
、
行
政
の

お
墨
付
き
が
目
立
つ
格
好
だ
。

　

な
お
、
Ｗ
社
を
公
民
連
携
事

業
と
し
て
採
択
し
た
庁
内
委
員

会
の
委
員
長
は
、
花
家
薫
政
策

企
画
部
理
事
。
委
員
は
谷
口
敏

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
南
側
に
整
備
中

の
泉
ヶ
丘
公
園
の
完
成
が
、
２

０
２
８
年
３
月
に
ず
れ
込
む
見

込
み
だ
。

　

実
施
計
画
の
段
階
で
は
27
年

３
月
完
成
予
定
だ
っ
た
が
、
現

美
行
政
部
長
、
上
田
智
仁

財
政
部
長
、
古
谷
貴
紀
市

民
生
活
部
長
、
橋
本
隆
之

産
業
戦
略
部
長
。 

〔
原
〕

　

お
お
さ
か
メ
デ
ィ
カ
ル
キ
ャ

ン
パ
ス
（
三
原
台
）
に
近
畿
大

学
看
護
学
部
が
新
設
さ
れ
４
月

に
１
２
０
人
の
新
入
生
を
迎
え

る
。
同
大
学
の
16
番
目
の
学
部

と
な
り
、
新
た
な
学
部
の
開
設

は
２
０
２
２
年
の
情
報
学
部
以

来
４
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

同
学
部
は
１
学
科
制
。
医
学

部
と
大
学
病
院
を
擁
す
る
総
合

大
学
の
強
み
を
生
か
し
、
医
学

部
と
同
大
学
病
院
と
連
携
し
、

高
度
医
療
の
発
展
と
「
地
域
医

療
へ
の
貢
献
を
め
ざ
す
」
と
、

同
大
学
。
学
部
長
は
、
小
松
浩

子
さ
ん
。

　

入
学
式
は
４
月
４
日
に
東
大

阪
市
の
本
校
で
行
わ
れ
る
。 

 

〔
横
山
〕

　

　

室
堂
町
の
旧
・
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
彩
生
館
・

お
よ
そ
２
４
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
）
を
売
却
ま
た
は
貸
付
す
る

方
向
で
、
２
０
２
６
年
度
中
に

公
募
す
る
予
定
。
所
在
地
は
室

堂
町
６
７
４
番
59
他
３
筆
で
準

工
業
地
域
。
建
ぺ
い
率
60
％
、

容
積
率
２
０
０
％
で
地
目
は
宅

地
。
売
却
、
貸
付
以
外
で
有
効

活
用
で
き
る
ア
イ
デ
ア
も
同
時

に
募
っ
て
い
る
。 

〔
原
〕



　

「
す
ご
い
心
に
ほ
っ
こ
り
く

る
ん
で
す
。
涙
を
流
す
方
も
い

る
。
私
は
い
い
楽
器
に
出
会
っ

た
な
と
思
う
」。
土
か
ら
作
ら

れ
る
楽
器
、
オ
カ
リ
ナ
の
温
か

い
音
色
に
自
身
も
癒
や
さ
れ
、

今
度
は
周
り
の
人
へ
広
め
よ
う

と
、
22
年
間
で
７
０
０
回
を
超

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る

高
橋
公
世
さ
ん
（
73
歳
・
晴
美

台
）。

　

彼
女
と
音
楽
と
の
出
会
い
は
、

幼
少
期
、
お
土
産
に
も
ら
っ
た

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
の
演
奏
だ

っ
た
。
和
歌
山
の
熊
野
で
育
っ

た
髙
橋
さ
ん
は
初
め
て
人
前
で

演
奏
し
、
観
客
の
笑
顔
と
拍
手

に
「
音
楽
っ
て
笑
顔
に
な
れ
る

ん
だ
」
と
実
感
し
た
と
い
う
。

時
が
経
ち
、
姉
の
死
を
機
に
楽

し
い
趣
味
を
と
、
50
歳
で
オ
カ

リ
ナ
に
挑
戦
。
そ
の
後
出
会
い

に
恵
ま
れ
、
チ
ェ
ロ
・
カ
リ
ン

バ
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
仲
間

と
共
に
「
び
ば
る
〜
ん
」
の
一

員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
始
め
た
。
５
８
０
回
の
公
演

を
迎
え
た
年
に
堺
市
民
生
功
績

賞
を
受
賞
し
、
出
演
依
頼
が
殺

到
す
る
中
、
過
労
か
ら
難
病
を

発
症
す
る
。

　

演
奏
を
諦
め
か
け
た
時
、
医

師
か
ら
「
腹
式
呼
吸
は
体
に
良

い
」
と
の
勧
め
で
オ
カ
リ
ナ
を

再
開
。現
在
は
闘
病
し
な
が
ら
、

オ
カ
リ
ナ
デ
ュ
オ
「
ふ
く
福
」、

　

片
蔵
の
青
少
年
の
家
で
８
日
、

「
青
少
年
の
家
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

教
室
紹
介
の
一
つ
と
し
て
、

表
千
家
の
し
ょ
う
あ
み
会
に
よ

る
初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
茶
席
が
設
け
ら
れ
た
。
茶

席
で
は
、
亭
主
の
藤
原
さ
ん
が

お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
客

人
を
迎
え
、
参
加
者
は
季
節
の

和
菓
子
と
と
も
に
一
服
の
抹
茶

を
味
わ
っ
た
。
簡
単
な
作
法
の

紹
介
が
あ
り
、
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
茶
道
に
親
し
む
機
会

と
な
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
イ
タ
リ
ア
出
身

で
御
池
台
在
住
の
ブ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
参
加
。

美
し
い
十
二
単
が
描
か
れ
た
茶

碗
や
、
地
元
の
窯
で
作
ら
れ
た

焼
き
物
、
レ
モ
ン
が
描
か
れ
た

イ
タ
リ
ア
製
の
飾
り
茶
器
な
ど

が
用
意
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器

に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
な
が
ら
茶
席
を

楽
し
ん
だ
。

フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
と
の
ト
リ

オ
「
和な
ご
み
ね

三
音
」
の
仲
間
と
共
に
、

和
泉
市
と
堺
市
を
中
心
に
月
２

回
ほ
ど
、
奉
仕
公
演
を
継
続
し

て
い
る
。

　

長
く
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
「
喜
ん
で
も
ら
え
る

と
、
こ
っ
ち
が
幸
せ
に
な
る
。

観
客
の
笑
顔
が
う
れ
し
く
っ
て
。

そ
の
光
景
を
見
た
く
て
行
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
」

と
語
る
高
橋
さ
ん
。
音
楽
と

出
会
っ
た
幼
い
頃
の
気
持
ち

を
胸
に
、
幸
せ
を
多
く
の
人

と
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う

純
真
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、

高
橋
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
し
て
い
く
。 

〔
石
川
〕

　

同
教
室
は
第
２
・
第
４
金
曜

と
土
曜
に
開
催
（
変
更
あ
り
）。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。
０

７
２
・
２
９
２
・
０
０
１
０ 　

　

 

〔
元
村
〕

　
　
　
　
　
　
　

　

書
道
グ
ル
ー
プ
墨ぼ
っ
こ
う紅
会
の
作

品
展
が
、
４
月
３
日
〜
５
日
ま

で
栂
文
化
会
館
３
階
第
３
講
座

室
に
て
開
か
れ
る
。
３
日
は
12

時
〜
５
時
、
４
日
は
10
時
〜
５

時
、
５
日
は
10
時
〜
４
時
。
入

場
無
料
。

　

本
展
は
、
光
明
池
サ
ン
ピ
ア

で
開
講
し
て
い
る
書
道
教
室
の

受
講
生
７
人
に
よ
る
発
表
会
。

問
い
合
わ
せ
は
赤
堀
さ
ん
０
９

０
・
９
９
９
８
・
２
８
８
０

□

　

　

泉
ヶ

丘
交
番
で
女
性
警
官
が
対
応
。

（
緊
急
で
不
在
の
時
も
あ
り
）

　

御
池
台
校
区
が
理
想
の
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て

い
る
「
御
池
台
校
区
地
域
福
祉

活
動
計
画
」。
前
回
（
２
０
１
６

年
〜
２
０
２
５
年
）
の
計
画
に

続
き
、
２
０
２
６
年
か
ら
２
０

３
０
年
ま
で
の
活
動
計
画
を
ま

と
め
た
冊
子
が
発
行
さ
れ
た
。

　

「
ど
ん
な
人
に
も
住
み
や
す

い
ま
ち
御
池
台
」を
目
指
し
て
、

①
み
ん
な
で
つ
く
る
御
池
台
②

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
御

池
台
③
学
び
育
ち
あ
う
御
池
台

の
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
地
域

住
民
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
出
さ
れ
た
意
見
や
提
案
を
元

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
移
動
販
売
車

や
お
助
け
バ
ス
（
ド
コ
バ
ス
）

の
運
行
、「
ま
ち
の
保
健
室
」
な

ど
相
談
窓
口
の
設
置
、
生
涯
学

習
「
学
校
ご
っ
こ
」、
レ
イ
ン
ボ

ー
マ
ル
シ
ェ
、
キ
ッ
ズ
防
災
士

の
養
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
実
現
。

　

ま
た
高
校
生
や
大
学
生
な
ど

若
者
世
代
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
行
わ
れ
、
多
く
の
提
案

が
寄
せ
ら
れ
た
。
自
動
販
売
機

の
設
置
や
、
地
域
で
の
居
場
所

づ
く
り
（
ク
ー
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）な
ど
は
す
で
に
実
現
し
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
若
者
世
代

の
活
躍
の
場
や
居
場
所
が
あ
る

地
域
、
子
育
て
世
代
が
住
み
た

く
な
る
地
域
、
高
齢
者
の
不
安

や
悩
み
を
軽
減
で
き
る
地
域
を

め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

電
子
回
覧
板
の
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
、
情
報
伝
達
手
段
の
確

立
な
ど
に
注
力
す
る
予
定
。

　

「
年
齢
や
性
別
、
障
害
の

有
無
に
関
係
な
く
、
高
齢
者

も
若
者
世
代
も
み
ん
な
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
若
い
世
代
も
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
参
加
し
積
極
的
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

強
化
し
、
理
想
の
御
池
台
を

目
指
し
ま
す
」
と
同
校
区
連

合
自
治
会
会
長
・
福
祉
委
員

長
の
戎
谷
悦
子
さ
ん
。 

 

〔
冨
尾
〕



て
止
め
て
い
た
30
代
男
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
17
日
頃
、
新
檜
尾
台
４

丁
の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠

し
て
止
め
て
い
た
50
代
男
性
の

バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
20
日
深
夜
、
桃
山
台
４

丁
の
住
宅
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
70
代
女
性
の
バ

イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
４
日
朝
、
伏
屋
町
で
30

代
女
性
が
普
通
自
動
車
で
停
車

中
に
走
行
中
の
３
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
が
ぶ
つ
か
り
、
首
や
腰
な
ど

に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
２
日
夜
、
あ
ゆ
み
野
で

普
通
自
動
車
２
台
の
接
触
事
故
。

後
部
座
席
に
乗
っ
て
い
た
男
児

２
人
が
頭
に
ケ
ガ
、
助
手
席
に

乗
っ
て
い
た
30
代
女
性
が
首
と

右
手
な
ど
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

南
堺
署
は
、
帝
塚
山
学
院
泉

ヶ
丘
中
学
校
高
等
学
校
に
対
し
、

セ
ー
フ
テ
ィ
バ
イ
シ
ク
ル
推
進

校
と
し
て
、
交
通
安
全
啓
発
活

動
を
推
進
し
、
府
民
の
安
全
・

安
心
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
し

て
、
３
月
11
日
、
同
校
に
て
森

川
署
長
よ
り
（
代
理
で
二
宮
交

通
課
長
よ
り
）、
生
徒
会
長
の
新

川
桃
子
さ
ん
、
生
徒
会
副
会
長

の
山
内
美
生
さ
ん
、
管
弦
楽
部

部
長
の
長
谷
川
珠
希
さ
ん
に
、

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
バ
イ
シ
ク
ル
（S 

afetyBicycle

）
推
進
校
と
は
、

大
阪
府
警
と
大
阪
府
教
育
庁
が

連
携
・
共
同
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
高
校
生
自
ら
が
自
転
車

の
安
全
利
用
を
「
考
え
・
学
び
・

行
動
す
る
」こ
と
を
目
的
と
し
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
主
体
的
に
着
用

す
る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
交
通

安
全
意
識
を
高
め
、
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
の
改
善
を
目
指
す
も
の
。

　

府
内
に
約
70
校
あ
る
推
進

校
の
う
ち
堺
市
南
区
で
は
同

校
が
名
乗
り
を
上
げ
、
昨
年

５
月
よ
り
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
１
月
25
日
に
行

わ
れ
た
交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン

ト
で
は
管
弦
楽
部
が
演
奏
を
行

い
、
生
徒
ら
が
実
際
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
て
重
要
性
を
呼

び
か
け
た
。「
感
謝
状
と
い
う
形

と
し
て
頂
け
て
う
れ
し
い
」
と

新
川
さ
ん
。
飯
田
校
長
は
、「
校

外
で
の
貴
重
な
経
験
に
感
謝
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
色
ん
な

機
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。 〔
松
林
〕

で
10
代
女
性
が
自
転
車
で
走
行

中
に
普
通
自
動
車
と
接
触
し
右

手
の
ひ
ら
な
ど
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
10
日
朝
、
い
ぶ
き
野
で

70
代
男
性
が
原
動
機
付
き
四
輪

自
転
車
で
走
行
中
に
普
通
自
動

車
と
接
触
し
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
12
日
夜
、
は
つ
が
野
で

20
代
女
性
が
２
５
０
㏄
バ
イ
ク

で
走
行
中
に
普
通
自
動
車
と
接

触
し
右
足
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
23
日
、
南
堺
署
管
内
で

は
通
信
事
業
者
を
名
乗
り
「
１

４
１
」
や
「
０
７
０
」
か
ら
始

ま
る
番
号
か
ら
、「
料
金
の
未
払

い
が
あ
る
」
と
い
う
電
話
が
相

次
い
だ
。
こ
の
よ
う
な
電
話
は

詐
欺
。す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
。

　

２
月
９
日
昼
、
あ
ゆ
み
野
で

60
代
女
性
が
軽
四
自
動
車
に
乗

車
中
、
普
通
自
動
車
と
接
触
し

左
腕
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
10
日
朝
、
い
ぶ
き
野
で

10
代
男
性
が
普
通
自
動
車
の
後

部
座
席
に
乗
車
中
、
一
人
乗
り

自
動
車
と
接
触
。
男
性
が
額
に

ケ
ガ
。

　

２
月
２
日
朝
、
伏
屋
町
で
10

代
女
性
が
自
転
車
で
走
行
中
に

普
通
自
動
車
と
接
触
し
左
ひ
じ

に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
２
日
夕
方
、
い
ぶ
き
野

　

春
休
み
や
４
月
か
ら
新
学
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ひ
と
り

で
行
動
す
る
機
会
が
増
え
る
新

１
年
生
や
進
級
す
る
児
童
に
向

け
、各
署
で
は
学
校
へ
出
向
き
、

防
犯
教
室
を
行
っ
て
い
る
。
保

護
者
か
ら
も
以
下
の
声
か
け
を
。

　

５
つ
の
や
く
そ
く
①
ひ
と
り

で
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
②
知
ら

な
い
人
に
つ
い
て
い
き
ま
せ
ん

③
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
大
声
で
さ
け
び
ま
す
④「
誰

と
。
ど
こ
で
。
い
つ
帰
る
」
を

お
家
の
人
に
言
っ
て
出
か
け
ま

す
⑤
友
達
が
連
れ
て
行
か
れ
そ

う
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
大
人
の

人
に
知
ら
せ
ま
す
。

　

不
審
者
情
報
な
ど
は
、
安
ま

ち
メ
ー
ル
で
各
署
か
ら
随
時
配

信
さ
れ
る
。安
ま
ち
メ
ー
ル
は
、

安
ま
ち
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ

　

２
月
23
日
頃
、
豊
田
の
駐
車

場
に
無
施
錠
で
止
め
て
い
た
50

代
男
性
の
車
の
中
か
ら
工
具
１

点
（
５
千
円
相
当
）
が
盗
ま
れ

た
。

　

２
月
28
日
夜
〜
３
月
１
日
頃
、

宮
山
台
４
丁
の
団
地
で
、
ベ
ラ

ン
ダ
に
干
し
て
い
た
衣
類
と
ハ

ン
ガ
ー
が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
７
日
頃
、
伏
屋
町
３
丁

目
の
ガ
レ
ー
ジ
か
ら
70
代
男
性

の
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
な
ど
６
点
（
約

36
万
円
相
当
）
が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
６
日
夕
方
、
室
堂
町
の

商
業
施
設
内
の
店
舗
で
ヘ
ア
ア

イ
ロ
ン
３
個（
約
３
万
円
相
当
）

が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
16
日
頃
、
城
山
台
２
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

　

２
月
18
日
、
茶
山
台
１
丁
の

一
般
駐
輪
場
に
無
施
錠
で
止
め

て
い
た
20
代
女
性
の
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
６
日
昼
、
い
ぶ
き
野
５

丁
目
の
商
業
施
設
の
駐
輪
場
に

止
め
て
い
た
70
代
男
性
の
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
が
盗
ま
れ
た
。

転
免
許
証
を
預
か
っ
て
い
ま
す
」

と
電
話
が
あ
り
、「
心
当
た
り
が

な
い
」
と
言
う
と
、「
運
転
免
許

証
が
偽
造
さ
れ
て
い
る
。
警
察

に
つ
な
ぐ
」
と
言
っ
て
「
渋
谷

署
の
ノ
ム
ラ
」
を
名
乗
る
男
に

代
わ
り
、「
あ
な
た
名
義
で
口
座

を
作
ら
れ
マ
ネ
ー
ロ
ン
タ
リ
ン

グ
に
使
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う

不
審
な
電
話
。

　

３
月
３
日
午
前
、
槇
塚
台
の

住
民
宅
に
、
通
信
事
業
者
を
名

乗
る
自
動
音
声
で
、「
決
済
に
つ

い
て
確
認
し
た
い
こ
と
が
あ
る
」

な
ど
の
不
審
な
電
話
。

　

和
泉
市
で
は
、
警
察
や
官
公

庁
、
金
融
機
関
、
電
話
会
社
な

ど
あ
ら
ゆ
る
詐
欺
の
電
話
が
多

発
し
て
い
る
。
不
審
な
電
話
に

は
対
応
せ
ず
、
一
旦
切
っ
て
警

察
に
通
報
を
。

ォ
ン
に
入
れ
る

こ
と
で
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
通

知
さ
れ
る
。

　

３
月
５
日
夕
方
、
池
田
下
町

の
住
民
宅
に
「
遺
失
物
管
理
セ

ン
タ
ー
」を
か
た
る
男
か
ら「
運



　

２
０
１
１
年
か
ら
活
動
を
続

け
る
庭
代
台
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
会
「
き
ず
な
」。
い
つ
ま
で

も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
と
、
家
族
の
会
や
認
知

症
予
防
教
室
な
ど
を
開
い
て
い

る
。
そ
の
活
動
の
一
つ
が
、
２

０
２
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
認
知

症
マ
フ
を
作
る
「
マ
フ
づ
く
り

の
会
」。
編
み
物
の
得
意
な
人
が

集
ま
っ
て
、
カ
ラ
フ
ル
な
毛
糸

で
認
知
症
マ
フ
を
編
ん
で
い
る
。

　

毛
糸
で
編
ま
れ
た
筒
状
の
マ

フ
は
、
内
側
に
つ
い
た
ボ
ー
ル

　

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は

４
月
１
日
付
で
鉄
道
事
業
を
分

社
化
す
る
。
鉄
道
事
業
は
「
南

海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
」
を
引

継
ぎ
、
そ
の
他
の
事
業
（
不
動

産
や
新
規
事
業
）
は
「
株
式
会

社
N
A
N
K
A
I
」
に
変
更
。

　

鉄
道
、
不
動
産
、
新
た
な
事

業
創
造
へ
の
探
索
な
ど
の
事
業

に
取
り
組
む
中
、
南
海
電
鉄
に

よ
る
と
「
分
社
化
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
特
性
に
応
じ

状
の
も
の
を
認
知
症
の
人
が
触

っ
て
安
心
感
を
得
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
で
き
あ
が
っ
た
マ
フ

は
近
隣
の
老
人
施
設
な
ど
に
寄

贈
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

４
日
も
公
社
庭
代
台
団
地
集

会
所
（
１
丁
23
番
）
で
、
マ
フ

づ
く
り
を
行
っ
た
。
家
か
ら
毛

糸
を
持
っ
て
き
て
新
し
く
編
み

始
め
た
り
、
外
側
の
飾
り
を
縫

い
付
け
た
り
。
予
防
教
室
で
使

用
す
る
お
手
玉
を
作
る
人
も
。

　

使
っ
て
く
れ
る
人
を
思
い
丁

寧
に
作
ら
れ
た
マ
フ
は
、
ス
ト

た
実
行
体
制
を
持
つ
強
靭
な
組

織
に
改
革
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
判
断
」
し
た
と
い
う
。

　

鉄
道
事
業
は
「
安
心
・
安
全

な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ

た
り
提
供
」、不
動
産
事
業
は「
今

後
の
成
長
を
牽け
ん

引
す
る
原
動
力

と
し
て
飛
躍
的
な
成
長
の
実
現
」

を
目
指
し
、
分
社
化
す
る
こ
と

で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
戦
略
を
よ

り
早
く
推
進
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。 

〔
髙
見
〕

ー
リ
ー
性
の
あ
る
刺
し
ゅ
う
を

し
た
り
、
ボ
タ
ン
や
リ
ボ
ン
で

飾
り
付
け
た
り
し
、
一
つ
と
し

て
同
じ
も
の
も
な
い
。
同
会
事

務
局
の
大
槻
玲
子
さ
ん
が
、
今

ま
で
作
っ
た
マ
フ
の
写
真
を
収

め
た
ア
ル
バ
ム
を
持
参
し
、
参

加
者
と
ア
ル
バ
ム
を
見
な
が
ら

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

　

き
ず
な
代
表
の
山
本
善
雄
さ

ん
は
「
庭
代
台
で
は
地
域
全
体

で
認
知
症
の
人
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
予
防
教
室
に
は
毎

回
約
30
人
が
参
加
し
、
健
康
寿

命
を
の
ば
そ
う
と
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
。
ま
た
大

槻
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
楽
し
く

編
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
約
70

個
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
マ
フ

に
興
味
の
あ
る
施
設
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
」
と
。
大
槻
さ
ん
０

７
０
・
８
３
３
３
・
５
８
４
１

　

 

〔
冨
尾
〕

　

２
月
７
日
未
明
、
片
蔵
で
20

代
男
性
が
ケ
ー
キ
を
カ
ッ
ト
す

る
際
、
誤
っ
て
包
丁
を
落
と
し

腕
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
６
日
夜
、
い
ぶ
き
野
で

50
代
女
性
が
転
び
、
顔
面
と
手

足
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
９
日
朝
、
茶
山
台
で
40

代
女
性
が
凍
結
し
た
地
面
で
転

び
、
左
足
の
関
節
を
脱
き
ゅ
う

し
骨
折
し
た
。

　

２
月
４
日
朝
、
槇
塚
台
で
50

代
女
性
が
ベ
ラ
ン
ダ
で
滑
っ
て

転
び
頭
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
２
日
夜
、
城
山
台
で
70

代
女
性
が
階
段
で
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
転
落
し
恥
骨
を
折
っ
た
。

　

１
月
24
日
夜
、
伏
屋
町
で
70

代
男
性
が
自
転
車
で
走
行
中
に

転
び
左
足
に
ケ
ガ
を
し
た
。

品
（
金
属
製
）
が
額
に
あ
た
り

ケ
ガ
を
し
た
。　

　

２
月
７
日
朝
、
茶
山
台
で
80

代
男
性
が
ベ
ッ
ド
か
ら
転
落
し

右
足
太
も
も
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
月
10
日
昼
、
ま
な
び
野
で

10
代
男
性
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ネ

ッ
ト
設
置
作
業
中
に
ポ
ー
ル
の

一
部
が
破
損
し
、
破
損
し
た
部
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B
E

H

F
I

C

　

左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473  
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は４月９日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから

います。毎年、この花の香りをベラ
ンダで楽しむことができて春の近さ
を感じます。（のぞみ野・T.Mさん）

★ひなまつりはちらし寿司とケーキを
作りました。ハマグリは高くて買え
ず、アサリでお吸い物を作りました。
アサリも十分おいしいけれど、年に
１度くらいはハマグリを食べたい！
物価が落ち着いてくれるといいなぁ
と思います。（のぞみ野・シャックさ
ん）
★３月９日泉北２号線沿い、大半がつ
ぼみなのに１本だけ桜が花びらをつ
けだしていました。（桃山台・T.Nさ
ん）

★３月５日号の５面に載っていた笑泉
会の「わくわく寄席」を見ました。
出演者のみなさんは素人とは思えな
いほど大変おもしろかったです。（城
山台・K.Hさん）

★先日、段差も何もないのに転倒して
しまいました。その時は大したこと
ないようでしたが、翌日、右手が痛
くて上がらなくなりました。年はと
りたくないと実感した出来事でし

た。（槇塚台・K.Mさん）

★「お客様が不在のため、お荷物を持
ち帰りました」と頻繁にメールが入
ってきますが、無視しています。（槇
塚台・M.Sさん）

★先日、レモンフェスタに行ってきま
した。パン屋さんのマイヤーレモン
のデニッシュを購入。爽やかでとっ
てもおいしかったです。今度は限定
のパンを買って食べたいな。（三原
台・まいんさん)

◎「がらくた広場」では、自宅で不要
になった品物の交換の場を提供して
います。事前申込制で食器や文房具、
収納グッズ、カバンなど、色々な品
物が交換されています。特に日用品
や手芸用品などは、即日、引き取っ
てくださる方がいるようです。品物
の状況は随時、ホームページ（htt 
ps://sencomi.com/recycle/）で確認
できます。ぜひ、ご覧ください。



市外局番
おまちがえなく！

こちら情報センターこちらこちら情報センター情報センターなんでもご連絡を こちら情報センター

★２月27日の夕方、通りがかったので
すがお休みかな？と思ったら26日を
もって閉店していました。長年営業
されていたので、残念です。（竹城台・
kさん）

★３月１日、第３回みなみ緑道ウォー
キングに参加しました！大蓮公園を
出発して、茶山台、槇塚台、晴美台、
高倉台、三原台と周りの景色を楽し
みながらのんびり進み、ゴールの田
園公園まで歩きました。好天に恵ま
れ気持ちの良い一日を過ごすことが
できました。（茶山台・H.Uさん）

★緑道をウォーキング中にタヌキが悠
然と歩いているのを発見。しかも真
昼間。はじめは猫かと思い再度確認
すると、紛れもなくタヌキ。びっく
りしました。こんな場所にもしたた
かに生息しているんですね。（赤坂
台・Ladyさん）

★最近ジャガイモやタマネギが高いな
ーと思います。なかなか採れないの
かなー。（和田東・T.Sさん）

★リサイクル公園の菜の花、ミモザ、
梅がとてもきれいでした。子どもも
「いいにおい～♪」と楽しんでいま
した。ぜひ行ってみて下さい！（新

檜尾台・S.Yさん）

★「ばあば、遊びに行っていい？」い
つもならうれしい孫からの連絡。と
ころが腰痛で体が思うように動かな
かったので、じいじに遊びに行って
もらいました。夕方インターホンが
鳴り玄関ドアを開ける音がしました。
夫だと思ったらなんと孫もいます！
「ばあば、痛い？」手にはお医者さ
んごっこのセット。「診てあげる」で
すって（笑）。いっぺんに元気になり
ました！（赤坂台・うさこさん）

★義母が１月に自転車で転倒し骨折。
手術して全治２か月でただいま入院
中です。今まで晩御飯はほぼ義母の
担当だったので私が必死に義父の分
も作っています。いなくなってから
感謝と今までが当たり前ではないと
いう気持ちでいっぱいになりました。
早く元気になって長生きしてほしい
です。義母は、包丁を置く日がもう
近いのかもしれませんが…。（室堂
町・タクソウママ48さん）

★啓蟄（けいちつ）とは虫が這い出て
くる頃をいうらしい。やはり季節が
春に近づいたような気がする今日こ
の頃である。（庭代台・S.Tさん）

★光明池の周りの木々も少し芽吹いて
きました。これから春が近いです。
（光明台・M.Kさん）

★家の沈丁花が咲いて良い匂いがして

す。ＡＴＭは現店舗の近くで利用で
きるとのこと。
　　泉北ニュータウン内の銀行店舗が
どんどん減って集約されていきま
す。（記者・横山）

★映画館のMOVIX堺やゲームセンタ
ー、ボウリング場も含めた「堺浜え
んため館アミューズ棟」が閉館する
ようです。
 　マイナー系の映画も上映してくれ
て、結構重宝していたので寂しいで
す。最終日も皆さん名残惜しく、写
真を撮ったり20年間ありがとうとい
う気持ちを投稿していました。（三原
台・K.Aさん）

★泉ヶ丘の近大病院建物横の緑道に桜
が植えられていますが、３月６日時
点でかなり開花が進んでいました。
ピンクの花が春を感じさせてくれま
した。（高倉台・泉北さん）

★栂・美木多駅前の「三井住友銀行」
泉北とが支店・光明池支店・和泉中
央支店は現店舗の営業を終了し５月
25日から泉北タカシマヤ店（髙島屋
泉北店３階）がオープンするそうで





　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
３
日

　
　
　
　
　
　
　
　

に
背
割
堤

の
桜
。
10
時
に
地
下
鉄
・
淀
屋

橋
駅
北
改
札
口
の
外
に
集
合
。

弁
当
・
飲
み
物
・
帽
子
持
参
。

無
料
。
雨
天
中
止
。
季
節
を
歩

く
会
０
７
２
・
２
９
４
・
１
７

８
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
２
時

〜
、
泉
ヶ
丘
の
南
図
書
館
３
階

で
開
催
。
テ
ー
マ
は
「
恵
美
押

勝
の
乱
」。
会
費
５
０
０
円
。
泉

北
歴
史
研
究
会
０
７
２
・
２
９

７
・
０
１
０
６

　
　
　
　
　
　
　

４
月
17
日
10

　
　
　
　
　
　
　

時
〜
12
時
、

南
図
書
館
３
階
小
会
議
室
で
。

テ
ー
マ
本
は
Ⅴ
Ｅ
フ
ラ
ン
ク
ル

作
「
夜
と
霧
」。
月
会
費
無
料
。

年
会
費
千
円
。
み
な
み
さ
ん
０

８
０
・
５
７
０
９
・
０
５
３
８

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
）

泉＊
北
読
書
会

泉＊
州
軸
の
日
本
史

季＊
節
を
歩
く
会

８
キ
ロ
。参
加
費
３
０
０
円（
地

図
・
保
険
代
）。
昼
食
・
飲
み
物
・

雨
具
な
ど
持
参
。
歩
き
や
す
い

服
装
・
靴
で
。
電
話
・
F

 

A

 
X
 

06
・
６
９
４
１
・
０
３
７
３
、

https://w
w
w
.sow

a1996.jp/

（
南
大
阪
歩
け
歩
け
協
会
）

　

４
月
12
日
、「
泉
北
緑
道
ウ

ォ
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
（
第
４
回
）・

泉
北
の
緑
道
を
歩
い
て
公
園
め

ぐ
り
」
を
開
催
。
事
前
申
し
込

み
不
要
。
西
原
公
園
集
合
、
９

時
45
分
ま
で
に
受
け
付
け
を
。

　

行
程
は
西
原
公
園
〜
桃
山
公

園
〜
大
庭
寺
〜
泉
北
和
田
〜
荒

山
公
園
・
梅
林
〜
多
治
速
比
売

神
社
〜
宮
山
公
園
〜
竹
城
公
園

〜
大
蓮
公
園
〜
泉
ケ
丘
駅
の
約

　

28
日
と
29
日
、
泉
ヶ
丘
の
南

図
書
館
ホ
ー
ル
に
て
、
朗
読
サ

ー
ク
ル「
ぐ
る
〜
ぷ
・
わ
い
」が
、

第
40
回
公
演
「
本
当
の
帰
る
場

所
へ
／
山
桜
」（
作
・
藤
沢
周
平
）

と
「
生
き
て
い
く
力
／
ム
シ
ヤ

シ
ナ
イ
」（
作
・
高
田
郁
）
の
朗

読
劇
２
本
を
上
演
す
る
。
開
場

１
時
半
、
開
演
２
時
。
入
場
無

料
。
駐
車
場
な
し
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
南
区
を
中
心

に
舞
台
朗
読
の
活
動
を
30
年
以

上
続
け
、
春
と
秋
に
公
演
を
し

て
い
る
。
成
瀬
さ
ん
０
９
０
・

３
６
１
６
・
１
３
４
０

　

４
月
11
日
２
時
〜
３
時
半
、

泉
ケ
丘
駅
コ
モ
ン
ズ
（
泉
ヶ
丘

ひ
ろ
ば
専
門
店
街
２
階
）で「
泉

ヶ
丘
論
語
講
座　

わ
く
わ
く
塾
」

が
新
し
く
開
講
す
る
。
全
７
回

（
第
２
土
曜
日
）。
現
在
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

　

参
加
者
の
生
活
実
感
と
論
語

の
一
節
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
自

分
に
と
っ
て
の
「
良
い
習
慣
」

を
引
き
出
す
講
座
。
論
語
に
興

味
が
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
良

い
習
慣
を
身
に
着
け
た
い
人
、

楽
し
く
日
々
を
過
ご
し
た
い
人

に
お
す
す
め
。
講
師
は
論
語
指

導
士
の
角す
み
や谷
俊と
し
ひ
こ彦
さ
ん
。
参
加

費
千
円（
当
日
会
場
で
支
払
い
）。

申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

問
い
合
わ
せ
は

角
谷
さ
ん
０
９

０
・
３
７
０
４
・

７
８
２
１

「
昔
の
上
神
谷
と
和
田
谷
と
の

間
の
丘
陵
部
に
居
た
か
も
し
れ

ん
の
や
て
。
陶
工
か
木
を
切
る

山
の
民
か
ど
っ
ち
や
っ
た
ん
か

な
ぁ
…
」

　　

古
代
ロ
マ
ン
に
夢
を
は
せ
る

一
家
の
話
で
し
た
。

く
、
読
み
方
さ
え
分
か
ら
ん
ら

し
い
ね
ん
」

「
そ
の
疑
問
視
さ
れ
て
る
和
山

守
首
を
な
、
泉
北
の
郷
土
史
家

が
ニ
ギ
ヤ
マ
モ
リ
と
か
、
イ
ゲ

ヤ
マ
モ
リ
と
か
読
ん
で
、
原
山

台
と
庭
代
台
の
境
界
辺
り
か
も

し
れ
な
い
っ
て
言
う
て
た
で
」

「
エ
ッ
！
敷
物
団
地
の
す
ぐ
そ

ば
や
な
い
」

「
ア
ン
タ
、
こ
の
泉
北
に
も
昔

は
豪
族
が
住
ん
で
た
ら
し
い

で
」

「
蘇
我
と
か
大
伴
と
か
い
う
や

つ
か
…
」

「
そ
ん
な
大
豪
族
と
違
う
て
、

地
方
豪
族
と
言
う
て
、
上に

わ神
氏

や
和み
き
た田
氏
、
大お
お
ば庭
氏
と
い
っ
た

地
方
豪
族
や
」

「
そ
ん
な
難
し
い
大
昔
の
こ

と
、
ど
こ
で
教
え
て
も
ろ
て
き

た
ん
や
？
」

「
シ
ニ
ア
大
学
で
教
え
て
も
ら

っ
た
ん
や
け
ど
、
孫
の
健
に
も

教
え
た
ろ
う
と
思
っ
て
ん
ね

ん
」

　

平
安
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た

「
延
喜
式
神
名
帳
」
に
は
、
格

式
の
高
い
神
社
や
有
名
豪
族
の

ほ
か
に
、
上
神
谷
の
地
名
を
残

す
上
神
氏
や
美
木
多
の
地
名
を

残
す
和
田
氏
、
美み

た

み
多
彌
神
社
に

名
を
残
す
民
た
み
の
あ
た
い
直
な
ど
と
い
っ
た

泉
北
ゆ
か
り
の
地
方
豪
族
名
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
健
ち
ゃ
ん
、
上
神
氏
や
和
田

氏
っ
て
知
っ
て
る
か
？
」

「
あ
あ
、
堺
南
部
の
古
代
豪
族

の
話
や
な
…
」

「
え
っ
、
健
ち
ゃ
ん
、
そ
ん
な

こ
と
ま
で
知
っ
て
る
の
？
」

「
俺
な
高
校
の
地
歴
部
に
入
っ

て
て
、
堺
の
歴
史
や
伝
説
の
土

地
を
見
て
回
っ
て
る
ね
ん
」

「
私
と
一
緒
や
な
。
私
は
シ
ニ

ア
大
学
や
け
ど
な
…
。
で
も
民

直
や
陶す
え
の
あ
ら
た

荒
田
と
い
っ
た
地
方
豪

族
は
わ
か
る
け
ど
、
た
だ
一
つ

和
山
守
首
だ
け
は
伝
説
も
な

⑦



★掲載ご希望のサークルは、編集部まで電話下さい。☎ 072・291・2525

　

不
思
議
で
楽
し
い
時
間
を
繰

り
広
げ
、
観
客
の
笑
顔
誘
う
シ

ョ
ー
を
披
露
す
る
の
は
、
創
立

47
周
年
を
迎
え
る
「
泉
北
マ
ジ

ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
だ
。

　

２
月
17
日
、
堺
市
立
南
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
御
池
台
）
で

サ
ー
ク
ル
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

数
か
月
前
か
ら
、
発
表
会
の
た

め
練
習
に
励
み
臨
ん
だ
ス
テ
ー

ジ
。
謎
め
い
て
華
や
か
な
シ
ョ

ー
を
次
々
と
展
開
し
、
満
席
の

観
客
に
非
日
常
の
時
間
を
も
た

ら
す
。
芸
能
人
の
前
座
も
務
め

る
団
員
の
小
林
忠
光
さ
ん
も
登

場
し
、
会
場
と
の
愉
快
な
掛
け

合
い
を
し
な
が
ら
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
進
ん
だ
。

　

客
席
か
ら
「
教

き
ょ
うち
ゃ
ん
！
」

の
声
援
を
受
け
、
軽
や
か
な
和

傘
回
し
の
奇
術
を
披
露
し
て
い

た
代
表
の
森
教
子
さ
ん
は
、「
会

話
も
皆
で
で
き
て
楽
し
い
。
何

か
を
作
る
こ
と
が
好
き
な
方
が
、

メ
ン
バ
ー
に
多
い
」
と
話
す
。

会
長
の
桑
原
寿
三
さ
ん
は
、「
通

っ
て
い
る
と
マ
ジ
ッ
ク
の
種
が

分
か
る
。
ま
だ
ま
だ
伸
び
代
が

あ
り
ま
す
」
と
、
力
強
く
ク
ラ

ブ
の
発
展
に
熱
意
を
示
し
た
。

　

70
〜
84
歳
の
メ
ン
バ
ー
は
互

い
に
技
を
磨
き
合
い
、
月
に
２

回
程
、
近
隣
施
設
へ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し
て
招
か
れ
、
地

域
の
人
々
と
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
募
集
中
。
鴨

谷
台
自
治
会
館
で
第
２
・
４
月

曜
日
２
時
〜
４
時
。
会
費
は
月

５
０
０
円
。
詳
細
は
堺
市
社
会

福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
情
報
）、

森
さ
ん
０
９
０
・
７
９
６
１
・

４
４
９
３ 

〔
石
川
〕



★2002年、府道38号富田林泉大津線、光明池方面行きの道路に面し
たいぶき野３丁目の飲食店などの建築現場を撮影。92年の街びら
きから約10年、徐々に人が増え、開発も盛んな頃の写真でした。「い
ぶき野」か、付近にある具体的なお店の名前があれば正解としてい
ます。

●３月17日までに48通の応募がありました。（正解者40名）。正解者
の中から抽選で下記の３名にギフトカード（千円分）を差し上げま
す。（敬称略）

小南美希（いぶき野）　山本陽造（御池台）　野口望（三原台）



　

ト
ガ
ベ
ー
ス
に
あ
る
「K

an 
on hearing assist

（
カ
ノ
ン 

ヒ
ア
リ
ン
グ　

ア
シ
ス
ト
）」
０

７
０
・
９
１
４
９
・
４
１
３
３

は
、「
あ
な
た
に
合
っ
た
し
っ
か

り
き
こ
え
る
補
聴
器
を
」
が
テ

ー
マ
の
出
張
訪
問
専
門
の
補
聴

器
店
。

　

自
宅
や
介
護
施
設
、
病
院
な

ど
へ
訪
問
し
、
来
店
が
難
し
い

人
に
も
高
品
質
な
〝
聞
こ
え
〞

を
届
け
る
。
店
主
の
中
谷
さ
ん

は
、
補
聴
器
専
門
店
で
16
年
間

経
験
を
積
ん
だ
認
定
補
聴
器
技

能
者
。
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

っ
た
接
客
で
、
聴
力
測
定
か
ら

補
聴
器
選
び
、
細
か
な
調
整
、

裸
耳
と
補
聴
器
装
用
時
の
測
定

ま
で
丁
寧
に
行
う
。
納
得
し
て

使
い
始
め
ら
れ
る
よ
う
、
最
長

３
か
月
の
貸
し
出
し
試
聴
サ
ー

ビ
ス
（
レ
ン
タ
ル
代
無
料
）
も
。

「
豊
富
な
種
類
の
中
か
ら
、
お

客
様
に
最
適
な
一
つ
を
お
選
び

し
ま
す
」
と
話
す
。

　

店
は
古
民
家
の
一
角
に
あ
り
、

風
情
あ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
静
か
な
環
境
。
約
８
社
の
メ

ー
カ
ー
か
ら
充
電
式
で
音
楽
用

イ
ヤ
ホ
ン
の
よ
う
な
お
し
ゃ
れ

な
デ
ザ
イ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
とBluetooth

接
続
で
き
る
モ

デ
ル
、
Ａ
Ｉ
搭
載
の
高
機
能
タ

イ
プ
な
ど
を
そ
ろ
え
る
。
補
聴

器
用
電
池
も
販
売
。
６
粒
入
り

１
枚
３
３
０
円
、
10
枚
３
３
０

０
円
（
送
料
無
料
、
郵
送
可
）。

補
聴
器
は
購
入
後
の
調
整
が
重

要
。

　

同
店
は
定
期
的
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
や
点
検
、
調
整
な
ど
の
無
料

の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

し
、
安
心
し
て
長
く
使
え
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
ま
た
、
自

宅
訪
問
で
は
普
段
の
生
活
環
境

の
中
で
実
際
の
聞
こ
え
方
を
確

か
め
な
が
ら
調
整
で
き
る
の
も

特
徴
。「
シ
ニ
ア
世
代
の
方
は
聞

こ
え
に
く
さ
を
放
置
す
る
と
、

認
知
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
中
谷

さ
ん
。ま
ず
は
電
話
で
相
談
を
。

出
張
訪
問
費
は
無
料
。
完
全
予

約
制
。
営
業
時
間
は
10
時
〜
18

時
、
日
木
休
・
祝
日
、
年
末
年

始
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

相
談
を
。駐
車
場
あ
り
。〔
元
村
〕

　

豊
田
に
「
焼
肉
・
ホ
ル
モ
ン

た
つ
み
や
」
０
７
２
・
３
６
８
・

５
１
８
７
が
オ
ー
プ
ン
。

　

最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
佐
賀

牛
」
と
泉
州
ブ
ラ
ン
ド
「
犬
鳴

豚
」
が
味
わ
え
る
。
肉
は
店
主

の
父
が
営
む
食
肉
店
「
た
つ
み

や
食
品
」（
美
原
区
）
か
ら
仕
入

れ
る
。
店
主
自
身
も
こ
れ
ま
で

同
店
で
働
い
て
い
た
経
験
が
あ

り
、
肉
の
知
識
が
豊
富
。
佐
賀

牛
は
大
阪
市
食
肉
市
場
か
ら
枝

肉
を
一
頭
買
い
し
、
厳
選
し
た

も
の
を
提
供
。
生
産
履
歴
が
明

確
で
安
心
で
き
る
良
質
な
肉
を
、

比
較
的
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格

で
楽
し
め
る
。
ま
た
、
泉
佐
野

市
で
育
て
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
豚

「
犬
鳴
ポ
ー
ク
」
も
提
供
。
小

麦
を
主
原
料
と
し
た
エ
コ
飼
料

で
飼
育
さ
れ
、
甘
み
の
あ
る
脂

と
さ
っ
ぱ
り
し
た
肉
質
が
特
徴
。

こ
だ
わ
り
の
白
ご
は
ん
は
滋
賀

県
産
近
江
米
を
使
用
す
る
な
ど

素
材
に
も
こ
だ
わ
る
。「
た
つ
み

や
の
お
い
し
い
お
肉
を
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
笑
顔
の
店

主
。
ラ
ン
チ
は
佐
賀
牛
カ
ル
ビ

ラ
ン
チ
２
４
８
０
円
、
犬
鳴
豚

ラ
ン
チ
１
５
６
０
円
な
ど
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
が
多
種
。

　

４
月
末
ま
で
「
泉
北
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
見
た
」
と
伝
え
る
と

１
人
３
０
０
円
引
き
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中
。
11
時
半
〜
14

時
半
。
日
祝
休
。
４
月
７
日
か

ら
デ
ィ
ナ
ー
営
業
を
ス
タ
ー
ト

（
17
時
〜
21
時

半
。
月
木
休
）。

駐
車
場
あ
り
。

 

〔
元
村
〕

　

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

「
J
S
C　

S
A
K
A
I
」
０

５
０
・
３
１
７
２
・
３
３
４
３

は
、
ド
リ
ブ
ル
で
相
手
を
抜
き

去
り
、
自
ら
チ
ャ
ン
ス
を
切
り

開
く
「
個
の
力
」
を
育
て
る
。

　

「
１
対
１
で
負
け
な
い
力
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ド
リ
ブ
ル

を
軸
と
し
た
指
導
を
行
う
。
相

手
が
前
に
い
て
も
パ
ス
で
逃
げ

る
の
で
は
な
く
、
１
人
、
２
人

と
か
わ
し
な
が
ら
局
面
を
打
開

し
、
数
的
有
利
を
つ
く
っ
て
得

点
に
つ
な
げ
る
ス
タ
イ
ル
が
特

徴
。
幼
少
期
か
ら
ボ
ー
ル
タ
ッ

チ
や
ド
リ
ブ
ル
を
徹
底
し
て
磨

く
こ
と
で
、
運
動
能
力
が
大
き

く
伸
び
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ

ジ
期
」
と
呼
ば
れ
る
年
代
に
、

一
生
も
の
の
技
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
サ
ッ
カ
ー

の
個
人
戦
術
を
理
解
し
な
が
ら
、

試
合
で
使
え
る
実
践
的
な
ド
リ

ブ
ル
を
段
階
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
、
繰
り
返
す
う
ち
に
無
意

識
に
体
が
動
く
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
経
験
は
メ
ン
タ
ル
面

の
成
長
に
も
つ
な
が
る
。
自
ら

勝
負
し
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ
と

で
、
挑
戦
す
る
力
や
度
胸
が
育

ま
れ
る
と
い
う
。

　

監
督
の
藤
田
さ
ん
は
「
僕
の

夢
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
や
日
本
代
表

選
手
を
輩
出
す
る
こ
と
。
子
ど

も
た
ち
と
同
じ
夢
を
追
い
か
け

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
。

　

対
象
は
未
就
学
児
〜
中
学
生
。

未
就
学
児
〜
小
学
生
は
東
光
学

　

４
月
上
旬
に
「
自じ

彊き
ょ
う

術じ
ゅ
つ

教
室

の
無
料
体
験
会
」
が
開
催
さ
れ

る
。

　

東
洋
医
学
を
基
に
創
案
さ
れ

た
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
日
本
生
ま
れ
の
健
康
体
操

の
「
自
彊
術
」。
31
種
類
の
動
作

か
ら
な
る
20
分
足
ら
ず
の
全
身

運
動
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
誰

に
で
も
で
き
る
。
姿
勢
改
善
や

血
行
促
進
、
内
臓
機
能
を
高
め

る
こ
と
に
効
果
的
だ
。

園
（
中
区
）、
中
学
生
は
狭
山
ヒ

ル
ズ
（
大
阪
狭
山
市
今
熊
）
で

主
に
練
習
。

　

未
経
験
や
移
籍
も
歓
迎
。
詳

し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
。  

 

〔
元
村
〕

　

５
人
の
子
ど
も
を
持
つ
パ
ワ

フ
ル
マ
マ
が
社
長
を
務
め
る「
Ｔ 

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
（
ト
ラ
イ
ズ
）」（
大
阪

狭
山
市
岩
室
）
０
７
２
・
３
４

９
・
３
９
４
２
は
大
阪
府
下
で

リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
工
事
を
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
店
。

戸
建
て
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
施
工
、
水

回
り
・
外
構
・
外
壁
の
リ
フ
ォ

ー
ム
な
ど
を
一
貫
し
て
対
応
。

急
な
水
道
ト
ラ
ブ
ル
に
も
臨
機

応
変
に
対
処
す
る
。

　

末
っ
子
が
１
歳
に
な
っ
た
ば

か
り
の
社
長
の
梶
谷
さ
ん
は
、

仕
事
に
育
児
、
主
婦
も
こ
な
す

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
マ
マ
。主
婦
・

マ
マ
目
線
で
子
ど
も
の
安
全
に

配
慮
し
た
材
質
選
び
な
ど
き
め

細
か
な
案
を
提
示
す
る
。
家
の

中
の
部
分
的
な
修
理
も
請
け
負

う
。「
家
の
こ
と
は
お
任
せ
く
だ

さ
い
」
と
、
梶
谷
さ
ん
。
営
業

時
間
は
８
時
〜
18
時
。
日
祝
定

休
。　
　

 

　
　

〔
横
山
〕



　

天
然
温
泉
ス
パ
・
リ
フ
レ
と

イ
ズ
ミ
ゴ
ル
フ
に
隣
接
す
る「
焼

き
た
て
パ
ン
の
店
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
」

（
光
明
台
）
０
７
２
・
２
９
８
・

０
１
０
１
は
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
調

の
外
観
が
目
印
。　

　

店
内
に
は
「
焼
き
た
て
」「
無

添
加
」「
自
家
製
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
パ
ン
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。

創
業
か
ら
23
年
、
店
主
が
手
間

を
惜
し
ま
ず
パ
ン
作
り
に
向
き

合
う
姿
勢
か
ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー

や
地
域
の
フ
ァ
ン
も
多
い
。
三

温
糖
や
沖
縄
の
塩
な
ど
の
天
然

素
材
を
使
い
、
体
に
や
さ
し
い

味
わ
い
を
追
求
す
る
。

　

北
海
道
小
豆
を
使
っ
た
自
家

製
あ
ん
を
は
じ
め
、
カ
レ
ー
や

ク
リ
ー
ム
な
ど
の
具
も
手
作
り

す
る
な
ど
、
素
材
選
び
か
ら
製

法
ま
で
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　

人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
は
、

店
主
一
押
し
の
「
塩
パ
ン
」
１

８
０
円
。
バ
タ
ー
を
包
ん
だ
生

地
を
、
さ
ら
に
セ
ミ
ハ
ー
ド
生

地
で
包
ん
で
焼
き
上
げ
、
ゲ
ラ

ン
ド
の
塩
を
使
用
。
２
種
類
の

異
な
る
食
感
が
楽
し
め
る
、
丸

い
型
の
同
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
。

２
位
は
国
産
牛
１
０
０
％
を
使

用
す
る「
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
パ
ン
」

２
４
５
円
。
タ
マ
ネ
ギ
を
じ
っ

く
り
炒
め
、
長
時
間
煮
込
ん
だ

カ
レ
ー
を
包
み
込
ん
だ
一
品
で
、

カ
レ
ー
パ
ン
専
用
の
生
地
か
ら

具
に
至
る
ま
で
丁
寧
な
仕
込
み

を
重
ね
た
確
か
な
味
わ
い
。

　

営
業
時
間
は
７
時
〜
16
時（
売

り
切
れ
次
第
閉
店
）。
火
休
。
駐

車
場
あ
り
。 

 

〔
元
村
〕

　

講
師
は
自
彊
術
歴
45
年
の
継つ
ぐ

国く
に

加
代
子
さ
ん
（
近
畿
自
彊
術

友
の
会
副
会
長
・
大
師
範
）。

　

教
室
で
は
自
彊
術
に
加
え
、

ペ
ア
に
な
っ
て
ツ
ボ
を
抑
え
る

相
互
体
操（
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
操
）

も
行
う
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
操
は

全
身
を
も
み
ほ
ぐ
す
だ
け
で
な

く
、
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

を
促
進
す
る
。

　

無
料
体
験
会
は
▽
あ
お
ば
会

館
（
和
泉
市
青
葉
台
）
＝
４
月

６
日
と
13
日
（
両
日
９
時
半
〜

11
時
）
▽
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

３
階
和
室
＝
４
月
８
日
と
10
日

（
両
日
10
時
〜
11
時
半
）。

　

体
操
の
で
き
る
服
装
で
飲
み

物
タ
オ
ル
持
参
。
飛
び
入
り
参

加
可
だ
が
、
な
る
べ
く
事
前
予

約
を
。
問
い
合
わ
せ
０
９
０
・

８
７
５
０
・
９
９
９
８
（
継
国

さ
ん
）。 

〔
髙
見
〕



　

28
日
〜
４
月
12
日
、
黒
鳥
山

公
園
で
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と

露
店
が
出
店
予
定
（
開
花
状
況

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
日
程
変
更

あ
り
）。
同
期
間
は
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
も
可
。
期
間
中
、
駐
車
場
の

無
料
時
間
が
１
時
間
に
短
縮
さ

れ
、
以
後
30
分
ご
と
に
１
５
０

円
。
問
い
合
わ
せ
＝
和
泉
市
都

市
整
備
室
公
園
緑
地
担
当
０
７

２
５
・
99
・
８
１
３
９ 

〔
原
〕

あ
り
）
指
導
す
る
の
は
大
阪
音

楽
大
学
大
学
院
修
了
の
指
揮
者
・

坂
井
威た
か
ふ
み文
さ
ん
。入
会
金
な
し
、

練
習
参
加
費
は
１
回
７
０
０
円
。

安あ

ぼ保
さ
ん
０
９
０
・
９
７
１
７
・

６
９
４
２ 

〔
浅
利
〕

　

布
で
花
を
創
作
す
る
サ
ー
ク

ル
「
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ー
ケ
」
が
４

月
14
日
１
時
か
ら
、
南
図
書
館

３
階
集
会
室
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の

無
料
体
験
会
を
開
く
。
申
し
込

み
先
着
15
人
。
用
意
さ
れ
た
手

作
り
の
花
と
用
品
で
、
楽
し
く

自
由
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
。

　

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
庭

や
花
壇
を
期
間
限
定
で
一
般
公

開
す
る
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

さ
か
い
２
０
２
６
」
が
、
４
月

と
５
月
に
開
催
さ
れ
る
。
10
時

〜
５
時
。

　

▽
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
み
い

け
＝
４
月
４
・５
日
、
５
月
９
・

10
日
、
地
域
会
館
・
近
隣
セ
ン

タ
ー
・
御
池
台
こ
ど
も
園
・
個

人
宅
な
ど
７
か
所
で
。
４
月
の

み
、
５
月
の
み
開
催
の
個
人
宅

あ
り
（
詳
細
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
）。
６
月
上
旬
か
ら
御
池
台
セ

ン
タ
ー
バ
ス
停
近
く
の
あ
じ
さ

い
も
。

　

▽
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
あ
か

さ
か
＝
４
月
４
・
５
日
、
地
域

会
館
・
赤
坂
台
５
丁
集
会
所（
４

時
ま
で
）・
個
人
宅
な
ど
７
か
所

で
。
４
月
上
旬
の
府
営
３
丁
住

宅
の
桜
並
木
や
６
月
上
旬
か
ら

の
赤
坂
台
小
・
中
学
校
裏
緑
道

の
「
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」
も
。

　

▽
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
た
け

し
ろ
＝
４
月
４
・
５
日
、
地
域

会
館
・
た
け
し
ろ
幼
稚
園
・
こ

ひ
つ
じ
こ
ど
も
園
・
は
っ
ぴ
ぃ

え
ん
ど
・
若
竹
ガ
ー
デ
ン
・
や

す
ら
ぎ
ガ
ー
デ
ン
・
個
人
宅
な

ど
14
か
所
で
。　

　

▽
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
わ

だ
に
＝
５
月
９
・
10
日
、「
小
さ

な
パ
ン
小
屋
一ひ
と
や
す
み
休
」
で
。

　

青
い
旗
を
目
印
に
。開
催
日
・

鑑
賞
時
間
厳
守
。
公
共
交
通
機

関
利
用
の
こ
と
。
路
上
駐
車
禁

止
。
地
図
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
南
区
役

所
・
堺
市
公
園
協
会
・
各
地
域

会
館
な
ど
で
配
布
。
公
園
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
。
０
７
２
・
２
４
５
・

０
０
７
０
。 

〔
冨
尾
〕

　

「
和
泉
リ
サ
イ
ク
ル
環
境
公

園
」（
納
花
町
）
で
は
春
の
花
が

来
園
者
の
心
を
和
ま
せ
て
い
る
。

　

ラ
ッ
パ
水
仙
の
見
頃
は
４
月

上
旬
頃
ま
で
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

は
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に

見
頃
を
迎
え
る
。

　

園
内
随
所
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅

子
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
休

憩
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
花
を
楽

し
め
る
。
気
温
、
天
候
で
開
花

状
況
が
変
わ
る
た
め
来
園
前
に

確
認
を
。
和
泉
リ
サ
イ
ク
ル
環

境
公
園
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
や
Ｘ
で

は
開
花
情
報
な
ど
を
順
次
更
新
。

入
園
無
料
。
月
休
。
８
時
〜
17

時
。 

〔
髙
見
〕

　

市
民
合
唱
団
ワ
ン
・
ピ
ー
ス

が
６
月
21
日
の
「
堺
・
泉
北
う

た
の
ひ
ろ
ば
」
で
一
緒
に
歌
う

仲
間
を
募
集
し
て
い
る
。
開
催

場
所
は
サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
ホ
ー

ル
。「
合
唱
経
験
の
な
い
方
も
大

歓
迎
。
今
か
ら
で
も
間
に
合
い

ま
す
、
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ

ん
か
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

団
員
は
約
60
人
。
歌
う
の
は

有
名
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て

楽
し
み
な
が
ら
練
習
で
き
る
「u

ウ 
m

マ
イ
ー
ダ

A
ida!

」（
相
澤
直
人
作
詞
作
曲
）

と
、優
し
く
温
か
な
歌
詞
の「
大

切
な
も
の
」（
山
崎
朋
子
作
詞
作

曲
）
の
２
曲
。

　

練
習
は
月
１
回
。４
月
９
日
、

５
月
20
日
、
６
月
17
日
各
２
〜

４
時
、
栂
文
化
会
館
３
階
で
。

（
夜
に
練
習
す
る
堺
東
会
場
も

縫
わ
ず
に
簡
単
に
で
き
る
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
作
り
も
あ
り
（
材
料

な
く
な
り
次
第
終
了
）。

　

中
野
さ
ん
０
９
０
・
５
１
２

６
・
３
４
８
９ 

　

〔
浅
利
〕

　

４
月
２
日
２
時
〜
、
ま
ち
か

ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
槇
塚
台
自

治
会
館
２
階
）
で
開
催
。
テ
ー

マ
は
「
篤
姫
と
13
代
将
軍
・
家

定
」。
会
費
千
円
（
飲
み
物
代
含

む
）。
ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　
　

大
仙
公
園・

履
中
陵
。
９
時
半
に
大
仙
公
園

正
面
入
り
口
集
合
。雨
天
中
止
。

弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・
観
察
用

具
持
参
。参
加
費
２
０
０
円（
会

員
１
０
０
円
）。
問
い
合
わ
せ
は

仲
さ
ん
０
９
０
・
５
８
９
７
・

４
１
８
３

０
７
２
・
２
８
９
・
７
１
３
９

　

鉢
ヶ
峯
の
自
然
を
守
る
会
が
、

「
里
山
一
斉
調
査
」
を
４
月
12

日
（
雨
天
順
延
４
月
19
日
）
の

９
時
半
〜
３
時
頃
ま
で
鉢
ヶ
峯

で
実
施
。参
加
者
を
募
集
す
る
。

　

春
は
里
山
が
一
番
美
し
い
季

節
。
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
、

自
然
の
豊
か
さ
の
指
標
と
な
る

動
植
物
を
参
加
者
で
調
べ
る
。

　

集
合
は
９
時
半
、
法
道
寺
横

の
「
鉢
ヶ
峯
」
バ
ス
停
前
の
駐

車
場
。
バ
ス
の
場
合
は
、
南
海

泉
北
線
泉
ヶ
丘
駅
前
２
番
バ
ス

乗
り
場
９
時
発
鉢
ヶ
峯
行
き
に

乗
車
し
、「
鉢
ヶ
峯
」
バ
ス
停
で

下
車
す
る
。
車
の
場
合
は
、
同

バ
ス
停
前
の
駐
車
場
（
堺
公
園

墓
地
駐
車
場
）へ
。
持
ち
物
は
、

弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
帽
子
、
あ
れ
ば
虫
・
魚

捕
り
ア
ミ
、
双
眼
鏡
、
虫
め
が

ね
、
図
鑑
類
な
ど
。
参
加
費
は

１
家
族
５
０
０
円
（
保
険
代
・

資
料
代
・
報
告
書
代
）。
事
前
申

し
込
み
不
要
。

　

問
い
合
わ
せ
は
野
口
さ
ん
０

７
２
・
２
９
９
・
７
４
０
６
、

携
帯
０
９
０
・
２
１
１
１
・
１

０
５
４



□

　

　

正
解
は
「
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｉ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
大
熊
み
ち
子
（
向
陽
台
）
▽

梅
川
実
香
（
桃
山
台
）
▽
大
谷

英
德
（
い
ぶ
き
野
）

　
　

正
解
は
「
サ
ン
カ
ン
シ
オ

ン
」
で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ

フ
ト
券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬

称
略
〉
▽
田
村
美
穂
（
伏
山
）

▽
三
吉
一
子
（
槇
塚
台
）
▽
秋

田
静
子
（
大
野
台
）

　

次
月
２
週
目
に
発
送
予
定
。

　

29
日
２
時
半
か
ら
和
泉
シ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
弥
生
の
風
ホ
ー
ル
で
、

「
東
大
谷
高
校
吹
奏
楽
部　

第

19
回
定
期
演
奏
会
」
を
開
く
。

２
時
開
場
。
入
場
無
料
。「
さ
く

ら
の
う
た
」「
喜
歌
劇　

伯
爵
夫

人
マ
リ
ツ
ァ　

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

「SEK
A
I N
O
 O
W
A
RI 

メ
ド

レ
ー
」「
マ
ー
ド
ッ
ク
か
ら
の
最

後
の
手
紙
」
な
ど
。

　

問
い
合
わ
せ
は
吹
奏
楽
部
顧

問
の
出
水
さ
ん
０
７
２
・
２
８

９
・
８
０
６
９

　

事
前
予
約
制
。
料
金
は
、
友

の
会
会
員
１
５
０
０
円
、
一
般

２
千
円
と
な
る
。
飲
み
物
は
各

自
持
参
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
０
９
０
・
７

３
４
７
・
７
１
４
０

　

３
月
９
日
12
時
ご
ろ
、
赤
坂

台
３
丁
の
バ
ス
停
付
近
で
自
転

車
と
ぶ
つ
か
り
転
ん
で
頭
を
打

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

散
歩
中
の
男
性
２
人
、
付
近

に
お
住
ま
い
の
女
性
が
救
急
車

を
呼
ん
で
く
だ
さ
っ
た
と
の
こ

と
。
そ
の
際
、
お
礼
を
い
う
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

在
は
、
元
気
に
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
場
を
借
り
て
み
な
さ
ま

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
新
檜
尾
台
・
片
山
）

　　

３
月
９
日
に
、
図
書
館
で
借

り
た
本
を
ト
ナ
リ
エ
栂
・
美
木

多
か
南
区
役
所
に
置
き
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
親
切
な
方

が
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ず
っ
と
探
し
て
い
た
の
で
、
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
若
松
台
・

澤
埜
）

　
　
　
　
　

♣

　

　

▼
25
年
前
、
泉
北
に

引
っ
越
し
て
き
て
感
動
し
た
の

は
、
街
に
花
が
あ
ふ
れ
て
い
る

こ
と
だ
っ
た
。
特
に
桜
は
、
緑

道
や
公
園
、
団
地
の
敷
地
な
ど

に
も
多
数
植
え
ら
れ
、
薄
桃
色

に
染
ま
る
春
の
景
色
は
圧
巻
だ

っ
た
。

　

だ
が
、
今
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
の
食
害
で
、
桜
の
伐

採
が
続
い
て
い
る
。
今
は
亡
き

愛
犬
と
散
歩
し
た
三
ツ
割
池
や

く
ろ
う
し
公
園
の
桜
も
、
ほ
ぼ

伐
採
さ
れ
た
。
あ
の
美
し
い
光

景
が
ク
ビ
ア
カ
に
奪
わ
れ
た
の

か
と
思
う
と
、
憎
く
て
仕
方
が

な
い
。
大
阪
狭
山
・
河
内
長
野

で
は
、
ク
ビ
ア
カ
被
害
で
廃
園

に
追
い
込
ま
れ
た
果
樹
園
も
あ

る
。
ク
ビ
ア
カ
は
観
光
業
や
果

樹
産
業
に
も
甚
大
な
被
害
を
与

え
る
。
自
治
体
任
せ
で
な
く
、

国
が
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む

問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　
　
　
　
　

♥

　

　

▼
モ
バ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー

を
導
入
す
る
飲
食
店
に
、
ス
マ

ホ
へ
の
依
存
度
が
低
い
高
齢
者

が
う
っ
か
り
入
店
し
注
文
が
で

き
ず
退
店
し
た
と
い
う
事
例
が
、

堺
市
議
会
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
が
39
戦

39
敗
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
近

因
は
、ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

訴
求
す
べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ニ

ー
ズ
か
ら
外
れ
た
仕
組
み
は
振

ら
れ
続
け
る
。　

　

ソ
ト
ゴ
ハ
ン
は
、
店
の
都
合

に
合
わ
せ
て
食
欲
を
満
た
す
だ

け
の
行
為
で
は
な
い
。
手
間
を

か
け
ず
注
文
し
、
食
事
が
す
め

ば
ピ
ッ
！
と
会
計
し
、
店
側
と

の
気
の
利
い
た
や
り
取
り
も
期

待
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
１

人
で
気
軽
に
寄
れ
る
「
行
き
つ

け
の
店
」
に
は
な
り
得
な
い
。

デ
ー
タ
保
護
が
十
分
な
の
か
も

気
に
な
る
が
、
そ
れ
を
納
得
さ

せ
る
の
も
ま
た
困
難
だ
。　
　

　
　
　
　
　
　

♠

　

４
月
３
日
〜
５
日
10
時
〜
５

時
（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）、
栂

文
化
会
館
３
階
第
１
会
議
室
で

絵
画
倶
楽
部
「
ス
マ
イ
ル
」
が

第
15
回
洋
画
作
品
展
を
開
催
。

　

会
員
も
募
集
中
。
問
い
合
わ

せ
は
垣
内
さ
ん
０
９
０
・
９
８

７
０
・
２
４
９
３

　

各
地
域
で
歌
う
交
流
の
場
を

提
供
す
る
「
う
た
ご
え
喫
茶
／

ほ
っ
と
す
て
ん
し
ょ
ん
」
が
28

日
の
10
時
〜
11
時
半
、
泉
ヶ
丘

の
ビ
ッ
グ
ア
イ
小
研
修
室
５
に

て
「
わ
が
町
う
た
ご
え
喫
茶
」

を
開
く
。




